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分析方法
被説明変数：各都道府県の軽犯罪率 (１人当たりの

認知犯罪件数から殺人などの重犯罪を抜いたもの )

説明変数：

①防犯パトロールの件数

②最低賃金の額

③人口密度

④県人口における６５歳以上の割合



背景/仮説
昨今首都圏や都市部に人口が集中し、それらの地域で起

こる万引きや痴漢などの軽犯罪が毎日のようにニュースと

して取り上げられている。

そのような背景を受け、人口密度の高い都市部では接触

機会や混乱が増え、犯罪率が増加するのではないかという

仮説が芽生えた。

そこで、今回はその仮説が正しいのか検証し、また軽犯罪

の発生にはどのような要因が関係しているのかを回帰分析

を通じて調べた。

また人口密度以外の要因として、最低賃金や高齢者の割

合、防犯パトロールの件数との軽犯罪率との関係について

も調べ、実際に都市部での軽犯罪率の増加に影響がある

のか今回検証する。



分析結果

我々の予想と反して、人口密度以外の説
明変数が有意となってしまった。



分析方法

このような結果が得られてしまった原因として説
明変数同士の相関があるからだと考えた。

そこでそれぞれの説明変数同士の相関を調べ
た。

説明変数②(＝最低賃金の額)と③(＝人口密度)
には右の通り中程度の相関が見られたため、説
明変数としてともに重回帰分析することができな
い。

よって、それぞれを別々にデータとして用い、重
回帰分析を行う。



分析結果(人口密度を
抜いた説明変数)

・防犯パトロールの件数、最低賃金の額、６５歳以

上の割合全てが有意となった

→ただし最低賃金は係数がプラスに出ている。これ

は最低賃金が高いほど犯罪が起こりやすいというこ

とであり、我々の予想と反する。

これは最低賃金の額が我々が意図した貧困を図る

データとしてよりも、その都道府県がどれだけ都会

かについてのデータとして扱われてしまっている為

だと考えた



分析結果(最低賃金を
抜いた説明変数)

防犯パトロールの件数、６５歳以上の割合、
人口密度全てが犯罪率と有意な相関を示し
た。



分析結果の考察
    防犯パトロールの数が多いほど、65歳以上の割合が低い

ほど、人口密度が高いほど犯罪率が上がる。

防犯パトロールについては、犯罪率が高い地域では防犯

パトロールが重点的に行われることから、犯罪率が高いと

防犯パトロールの数が多くなると考えられる。

65歳以上の割合が低いと犯罪率が上がることについて

は、若年層の割合が高いほど犯罪率が上がるということで

ある。これは、軽犯罪を起こすのは経済的な困窮や若気の

至りの若者が原因であると考える我々の仮説通りである。

人口密度については、当初の我々の仮説通りの結果が得

られた。


